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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水から水蒸気を生成する誘導加熱方式又は通電加熱方式の水蒸気生成部と、
　前記水蒸気生成部により生成された水蒸気が供給され、該水蒸気から過熱水蒸気を生成
する誘導加熱方式又は通電加熱方式の過熱水蒸気生成部と、
　前記水蒸気生成部及び前記過熱水蒸気生成部の間に設けられ、前記過熱水蒸気生成部へ
の前記水蒸気の供給又はその停止を切り替える切替機構と、
　前記過熱水蒸気生成部の加熱温度及び前記水蒸気生成部の加熱温度を制御する温度制御
部とを具備し、
　前記切替機構が前記水蒸気の供給又はその停止を切り替えることによって、前記水蒸気
生成部が水蒸気を生成している状態であって、かつ、前記過熱水蒸気生成部への水蒸気の
供給が停止されている状態である待機状態から、水蒸気が前記過熱水蒸気生成部に供給さ
れる状態である供給状態に切り替わるものであり、
　前記温度制御部が、前記待機状態において、前記過熱水蒸気生成部の加熱温度を、前記
水蒸気生成部の加熱温度よりも高い温度に制御していることを特徴とする過熱水蒸気生成
装置。
【請求項２】
　前記切替機構が開閉弁であり、
　前記開閉弁を制御する弁制御部をさらに具備し、
　前記弁制御部が、前記開閉弁を閉じられている状態から所定の弁開度まで徐々に開き始
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めることで、前記待機状態から前記供給状態に切り替わることを特徴とする請求項１記載
の過熱水蒸気生成装置。
【請求項３】
　前記切替機構が、前記水蒸気生成部と前記過熱水蒸気生成部との間に設けられた調圧弁
であり、
　前記調圧弁を制御する弁制御部をさらに具備し、
　前記弁制御部が、前記調圧弁を制御することにより、待機状態から供給状態に切り替え
るとともに、前記過熱水蒸気生成部に供給される水蒸気の圧力を調整することを特徴とす
る請求項１又は２記載の過熱水蒸気生成装置。
【請求項４】
　前記温度制御部が、前記過熱水蒸気生成部の加熱温度を、前記待機状態では前記過熱水
蒸気生成部の温度に基づいて制御し、前記供給状態では前記過熱水蒸気の温度に基づいて
制御することを特徴とする請求項１乃至３のうち何れか一項に記載の過熱水蒸気生成装置
。
【請求項５】
　前記温度制御部が、前記待機状態から前記供給状態に切り替わった時点から所定時間経
過後に、前記過熱水蒸気生成部の加熱温度の制御に用いる温度を、過熱水蒸気生成部の温
度から過熱水蒸気の温度に切り替えることを特徴とする請求項１乃至４のうち何れか一項
に記載の過熱水蒸気生成装置。
【請求項６】
　前記供給状態から前記待機状態に切り替えるための操作が行われた時点から、所定時間
経過後に、前記過熱水蒸気生成部への水蒸気の供給が停止されるように構成されているこ
とを特徴とする請求項１乃至５のうち何れか一項に記載の過熱水蒸気生成装置。
【請求項７】
　水から水蒸気を生成する誘導加熱方式又は通電加熱方式の水蒸気生成部と、
　前記水蒸気生成部により生成された水蒸気が供給され、該水蒸気から過熱水蒸気を生成
する誘導加熱方式又は通電加熱方式の過熱水蒸気生成部と、
　前記水蒸気生成部及び前記過熱水蒸気生成部の間に設けられ、前記過熱水蒸気生成部へ
の前記水蒸気の供給又はその停止を切り替える切替機構とを具備し、
　前記切替機構が前記水蒸気の供給又はその停止を切り替えることによって、前記水蒸気
生成部が水蒸気を生成している状態であって、かつ、前記水蒸気の供給が停止されている
状態である待機状態から、水蒸気が前記過熱水蒸気生成部に供給される状態である供給状
態に切り替わるものであり、
　前記供給状態から前記待機状態に切り替えるための操作が行われた時点から、所定時間
経過後に、前記過熱水蒸気生成部への水蒸気の供給が停止されるように構成されているこ
とを特徴とする過熱水蒸気生成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、過熱水蒸気を生成する過熱水蒸気生成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　この種の過熱水蒸気生成装置としては、例えば特許文献１に示すように、水を加熱して
飽和水蒸気を生成する飽和水蒸気生成部と、この飽和水蒸気を加熱して過熱水蒸気を生成
する過熱水蒸気生成部とを具備するものがある。
【０００３】
　このような過熱水蒸気生成装置で生成された過熱水蒸気は、例えば、食品を詰める前に
容器を滅菌処理したり、飲食店等で食品を加熱したりするためなどに用いられている。
【０００４】
　ところが、従来の過熱水蒸気生成装置では、加熱手段として比較的効率の良い誘導加熱
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方式を採用したとしても、例えば、常温の水から７００℃の過熱水蒸気を生成するのに、
２０分程度の時間を要する。言い換えれば、過熱水蒸気を使おうとしてから上述した時間
待機しなければ過熱水蒸気を生成することができず、そうすると、例えば飲食店等では、
サービスの提供時間が遅くなってしまい、顧客の満足を得ることができない恐れが生じる
。
【０００５】
　一方、装置を運転させ続けて過熱水蒸気を生成し続ければ、上述した待機時間は生じな
いものの、これでは過熱水蒸気を必要としていない間もエネルギーを無駄に消費し続ける
ことになり、好ましくない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－２２６５６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで本発明は、上述した問題を解決すべくなされたものであり、過熱水蒸気を短時間
で生成しながらも、エネルギーの消費を抑えることをその主たる課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　すなわち本発明に係る過熱水蒸気生成装置は、水から水蒸気を生成する誘導加熱方式又
は通電加熱方式の水蒸気生成部と、前記水蒸気生成部により生成された水蒸気が供給され
、該水蒸気から過熱水蒸気を生成する誘導加熱方式又は通電加熱方式の過熱水蒸気生成部
と、前記水蒸気生成部及び前記過熱水蒸気生成部の間に設けられ、前記過熱水蒸気生成部
への前記水蒸気の供給又はその停止を切り替える切替機構とを具備し、前記切替機構が前
記水蒸気の供給又はその停止を切り替えることによって、前記水蒸気生成部が水蒸気を生
成している状態であって、かつ、前記水蒸気の供給が停止されている状態である待機状態
から、水蒸気が前記過熱水蒸気生成部に供給される状態である供給状態に切り替わること
を特徴とするものである。
【０００９】
　このような過熱水蒸気生成装置であれば、水蒸気生成部が、供給状態に切り替わる前の
待機状態において予め水蒸気を生成しているので、過熱水蒸気を生成する時間のうち、水
から水蒸気を生成するまでの時間を短縮することができ、従来に比べて短時間で過熱水蒸
気を生成することが可能になる。
　より具体的に、例えば７００℃の過熱水蒸気を生成する場合を説明する。この場合、常
温の水から１３０℃の飽和水蒸気を生成する熱量が、７００℃の過熱水蒸気を生成する熱
量全体の２／３を占めている。これにより、上述した過熱水蒸気生成装置であれば、待機
状態で水蒸気生成部に１３０℃の飽和水蒸気を生成させておくことができ、この待機状態
から供給状態に切り替わることで、数秒乃至数分程度で７００℃の過熱水蒸気を生成する
ことができる。
　また、待機状態では、水蒸気の供給が停止されているので、水蒸気生成部が水蒸気を生
成し続ける必要はなく、待機状態で消費されるエネルギーを抑えることで、省エネルギー
化を図ることができる。
　なお、省エネルギー化を図ったうえで、待機状態において消費されるエネルギーとして
は、例えば、水蒸気生成部や過熱水蒸気生成部からの放熱を補うべく、これらの水蒸気生
成部や過熱水蒸気生成部に与える前記放熱分の熱量などが挙げられる。
【００１０】
　ここで、水蒸気生成部により生成された水蒸気が、高温状態で待機させている過熱水蒸
気生成部に急増かつ大量に流れ込むと、過熱水蒸気生成部は、ヒートショックを受けて損
傷したり寿命が低下する恐れがある。
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　そこで、前記切替機構が開閉弁であり、前記開閉弁を制御する弁制御部をさらに具備し
、前記弁制御部が、前記開閉弁を閉じられている状態から所定の弁開度まで徐々に開き始
めることで、前記待機状態から前記供給状態に切り替わることが好ましい。
　これならば、待機状態から供給状態に切り替わった時点から、水蒸気が過熱水蒸気生成
部へ徐々に供給されるので、上述したように、急増かつ大量の水蒸気が過熱水蒸気生成部
に流れ込むことによるヒートショックを軽減することができる。
【００１１】
　前記切替機構が、前記水蒸気生成部と前記過熱水蒸気生成部との間に設けられた調圧弁
であり、前記調圧弁を制御する弁制御部をさらに具備し、前記弁制御部が、前記調圧弁を
制御することにより、待機状態から供給状態に切り替えるとともに、前記過熱水蒸気生成
部に供給される水蒸気の圧力を調整することが好ましい。
　これならば、過熱水蒸気生成部に供給される水蒸気の圧力を零にすれば待機状態となり
、この待機状態から前記圧力を徐々に上げ始めることで供給状態に切り替わる。このこと
から、調圧弁は、上述した開閉弁としての機能を発揮しながらも、水蒸気の圧力を調整す
ることができ、１つの弁に開閉と調圧との機能を持たせることができる。
【００１２】
　前記過熱水蒸気生成部の加熱温度及び前記水蒸気生成部の加熱温度を制御する温度制御
部をさらに具備し、前記温度制御部が、前記待機状態において、前記過熱水蒸気生成部の
加熱温度を、前記水蒸気生成部の加熱温度よりも高い温度に制御していることが好ましい
。
　なお、ここでいう加熱温度とは、例えば、流体が流れる加熱導体管などを誘導加熱又は
通電加熱する加熱手段の設定温度や、前記加熱導体管そのものの温度などである。
　これならば、水蒸気生成部により生成された水蒸気は、過熱水蒸気生成部に供給される
とすぐに加熱されるので、より短時間で過熱水蒸気を生成させることができる。
【００１３】
　前記温度制御部が、前記過熱水蒸気生成部の加熱温度を、前記待機状態では前記過熱水
蒸気生成部の温度に基づいて制御し、前記供給状態では前記過熱水蒸気の温度に基づいて
制御することが好ましい。
　これならば、過熱水蒸気生成部に水蒸気が存在しない待機状態においても、過熱水蒸気
生成部の温度を所望の温度に保持することができる。そのうえ、供給状態では過熱水蒸気
の温度に基づいて過熱水蒸気生成部の加熱温度を制御するので、確実に所望の温度の過熱
水蒸気を生成することができる。
【００１４】
　前記温度制御部が、前記待機状態から前記供給状態に切り替わった時点から所定時間経
過後に、前記過熱水蒸気生成部の加熱温度の制御に用いる温度を、過熱水蒸気生成部の温
度から過熱水蒸気の温度に切り替えることが好ましい。
　これならば、供給状態において過熱水蒸気が生成されるタイミングに合わせて、過熱水
蒸気生成部の加熱温度の制御に用いる温度を、過熱水蒸気生成部の温度から過熱水蒸気の
温度に切り替えることができる。
【００１５】
　ここで、供給状態における過熱水蒸気生成部は、過熱水蒸気を所望の温度にすべく、多
量の電力が供給されて高温に保たれている。このことから、過熱水蒸気生成部が高温な状
態のまま、供給状態から待機状態に切り替えてしまうと、過熱水蒸気生成部は、待機状態
における設定温度よりも高温に達してしまい、供給状態で装置の仕様最高温度付近で稼働
していた場合には、装置が損傷する恐れもある。
　そこで、前記供給状態から前記待機状態に切り替えるための操作が行われた時点から、
所定時間経過後に、前記過熱水蒸気生成部への水蒸気の供給が停止されるように構成され
ていることが好ましい。
　これならば、供給状態から待機状態に切り替えるための操作が行われた時点から、所定
時間は、過熱水蒸気生成部に比べて低温な水蒸気を過熱水蒸気生成部に供給することがで
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き、過熱水蒸気生成部を冷却することができる。これにより、過熱水蒸気生成部を待機状
態における設定温度まで冷却して、装置の損傷などを防ぐことができる。
【発明の効果】
【００１６】
　このように構成した本発明によれば、必要としてから短時間で過熱水蒸気を生成するこ
とができるうえ、待機状態におけるエネルギーの消費を抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本実施形態の過熱水蒸気生成装置の構成を模式的に示す図。
【図２】同実施形態の制御装置を機能的に示す機能ブロック図。
【図３】同実施形態の開閉弁制御部による開閉弁の制御を示すグラフ。
【図４】その他の実施形態における過熱水蒸気生成装置の構成を模式的に示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に本発明に係る過熱水蒸気生成装置の一実施形態について図面を参照して説明する
。
【００１９】
　本実施形態に係る過熱水蒸気生成装置１００は、流体を加熱することにより過熱水蒸気
を生成するものであり、図１に示すように、水を加熱して水蒸気を生成する水蒸気生成部
１０と、水蒸気を加熱して過熱水蒸気を生成する過熱水蒸気生成部２０と、水蒸気生成部
１０及び過熱水蒸気生成部２０を接続し、水蒸気生成部１０から過熱水蒸気生成部２０に
水蒸気を供給する供給流路Ｌとを具備している。
【００２０】
　水蒸気生成部１０は、水を加熱して所定温度の飽和水蒸気を生成するものであり、第１
加熱手段１１と、第１加熱手段１１により加熱される第１加熱要素１２とを有している。
ここでは、第１加熱要素１２は、流体導入ポート１２ａ及び流体導出ポート１２ｂを有す
る加熱導体管であり、流体導入ポート１２ａから水が導入されて、流体導出ポート１２ｂ
から飽和水蒸気が導出されるものである。
【００２１】
　過熱水蒸気生成部２０は、飽和水蒸気を加熱して所定温度の過熱水蒸気を生成するもの
であり、第２加熱手段２１と、第２加熱手段２１により加熱される第２加熱要素２２とを
有している。ここでは、第２加熱要素２２は、第１加熱要素１２と同様の加熱導体管であ
り、流体導入ポート２２ａ及び流体導出ポート２２ｂを有し、流体導入ポート２２ａから
前記水蒸気生成部１０により生成された飽和水蒸気が導入されて、流体導出ポート２２ｂ
から過熱水蒸気が導出されるものである。
【００２２】
　第１及び第２加熱手段１１、２１は、誘導加熱方式により各加熱要素１２、２２を加熱
するものであり、各加熱要素１２、２２の周囲に設けられた誘導コイルと、誘導コイルに
交流電圧を印加する電源とを備えている。ここでは、誘導コイルの中心部に磁路用鉄心が
設けられており、これにより誘導コイルにより発生した磁束を効率良く循環させることで
、各加熱要素１２、２２に磁束を効率良く導入させることができる。より具体的には、前
記２つの磁路用鉄心に生じる磁束の共通の通路になる共通鉄心が設けられており、この共
通鉄心及び前記２つの磁路用鉄心の上下それぞれを継鉄心が連結している。この構成によ
り、鉄心全体の寸法を小さくすることができ、ひいては、装置全体のコンパクト化を図る
ことができる。
　なお、誘導コイル、電源及び各鉄心は、図示していない（参照：特願２０１３－２６３
９０５号）。
【００２３】
　供給流路Ｌは、一端が第１加熱要素１２の流体導出ポート１２ｂに接続されるとともに
、他端が第２加熱要素２２の流体導入ポート２２ａに接続されており、水蒸気生成部１０
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により生成された飽和水蒸気を過熱水蒸気生成部２０に供給するものである。本実施形態
では、供給流路Ｌに減圧弁などの調圧弁３０が設けられており、飽和水蒸気を所定温度又
は所定圧力で過熱水蒸気生成部２０に供給できるように構成されている。
【００２４】
　そして、本実施形態の過熱水蒸気生成装置１００は、水蒸気生成部１０と過熱水蒸気生
成部２０との間に設けられ、過熱水蒸気生成部２０への飽和水蒸気の供給又はその停止を
切り替える切替機構をさらに具備している。
【００２５】
　前記切替機構は、ここでは、上述した供給流路Ｌに設けられ、飽和水蒸気を該供給流路
Ｌを介して過熱水蒸気生成部２０に流す又はその流れを止めるものであり、具体的には調
圧弁３０よりも下流側（過熱水蒸気生成部２０側）に設けられた例えば電磁弁などの開閉
弁４０である。
【００２６】
　本実施形態の過熱水蒸気生成装置１００は、前記開閉弁４０が閉状態と開状態とに切り
替わることで、水蒸気生成部１０が飽和水蒸気を生成している状態であり、かつ、その飽
和水蒸気の供給が停止されている状態である待機状態と、飽和水蒸気が過熱水蒸気生成部
２０に供給される供給状態とに切り替わるように構成されている。
【００２７】
　ここで、前記過熱水蒸気生成装置１００は、上述した各加熱手段１１、１２及び各弁３
０、４０を制御する制御装置５０をさらに具備している。
【００２８】
　この制御装置５０は、物理的にはＣＰＵ、メモリ、Ａ／Ｄコンバータ、Ｄ／Ａコンバー
タ等を備えたものであり、機能的には、図２に示すように、水蒸気生成部１０の加熱温度
（以下、第１加熱温度ともいう）を制御する第１加熱温度制御部５１と、過熱水蒸気生成
部２０の加熱温度（以下、第２加熱温度ともいう）を制御する第２加熱温度制御部５２と
、調圧弁３０を制御する調圧弁制御部５３と、開閉弁４０を制御する開閉弁制御部５４と
を有するものである。
【００２９】
　以下、各部の説明を兼ねて、本実施形態の過熱水蒸気生成装置１００の動作について説
明する。
【００３０】
　まず、ユーザが過熱水蒸気生成装置１００を動作させると、例えば図示しないタンク内
の水が水蒸気生成部１０に供給される。
【００３１】
　このとき、第１加熱温度制御部５１は、水蒸気生成部１０で生成される飽和水蒸気が所
定温度となるように、第１加熱温度を制御しており、本実施形態では、第１加熱要素１２
の温度を前記第１加熱温度としている。
　具体的にこの第１加熱温度制御部５１は、第１加熱要素１２に設けられた第１温度セン
サＴ１又は供給流路Ｌに設けられた第４温度センサＴ４からの測定値を取得し、この測定
値に基づいて、第１加熱手段１１の誘導コイルに印加される交流電圧の大きさを制御し、
第１加熱温度を例えば１００～１４０℃に制御している。
　なお、前記第１温度センサＴ１は、その測定値をより飽和水蒸気の温度に近づけるべく
、第１加熱要素１２の上部や流体導出ポート１２ｂ又はその近傍に設けられていることが
好ましい。
【００３２】
　また、調圧弁制御部５３は、調圧弁３０の弁開度を所定開度に制御して、水蒸気生成部
１０により生成される飽和水蒸気を所定温度又は所定圧力になるようにしている。ここで
は、供給流路Ｌ内に設けられた図示しない圧力センサからの測定値を取得し、この測定値
に基づいて、調圧弁３０を前記所定開度に制御するように構成されている。これにより、
飽和水蒸気は、調圧弁３０の下流側（過熱水蒸気生成部２０側）において一定の圧力に維
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持される。
【００３３】
　そして、上述したように、水蒸気生成部１０が飽和水蒸気を生成している状態において
、開閉弁制御部５４は、開閉弁４０をその弁開度がゼロの状態、つまり閉状態に制御して
いる。これにより、過熱水蒸気生成装置１００は、水蒸気生成部１０が飽和水蒸気を生成
している状態であり、かつ、その飽和水蒸気の供給が停止されている状態である待機状態
となる。
【００３４】
　この待機状態において、第２加熱温度制御部５２は、第２加熱温度を第１加熱温度より
高い温度に制御しており、本実施形態では、第２加熱要素２２の温度を前記第２加熱温度
として制御するように構成されている。
　具体的にこの第２加熱温度制御部５２は、待機状態において、第２加熱要素２２に設け
られた第２温度センサＴ２からの測定値を取得し、この測定値に基づき、第２加熱手段２
１の誘導コイルに印加される交流電圧の大きさを制御している。これにより、第２加熱温
度は、過熱水蒸気生成部２０で生成する過熱水蒸気の設定温度又はその前後の温度に制御
されており、ここでは、例えば２００～１２００℃に制御されている。
【００３５】
　上述した待機状態において、ユーザが、外部から例えば入力手段等を用いて切替信号を
入力すると、この切替信号を前記開閉弁制御部５４が取得し、開閉弁４０を閉状態から開
状態に切り替える。これにより、過熱水蒸気生成装置１００は、待機状態から供給状態に
切り替わり、飽和水蒸気が過熱水蒸気生成部２０へ供給され始める。
【００３６】
　このとき、開閉弁制御部５４は、図３に示すように、開閉弁４０を徐々に開いて、その
弁開度がゼロから所定開度まで徐々に大きくなるように制御する。これにより、待機状態
から供給状態に切り替わった切替時点から開閉弁４０の弁開度が所定開度に到るまでは、
飽和水蒸気の供給量が徐々に増加する初期運転となり、弁開度が所定開度に到った時点か
らは、飽和水蒸気の供給量が一定となる定常運転となる。
【００３７】
　なお、本実施形態では、前記第２加熱温度制御部５２は、前記切替時点から所定時間は
、上述したように前記第２温度センサＴ２の測定値に基づき第２加熱温度を制御している
。一方、この第２加熱温度制御部５２は、前記所定時間が経過した時点からは、過熱水蒸
気の温度に基づき第２加熱温度を制御するように構成されている。
　この制御のための具体的な実施態様を説明すると、例えば流体導出ポート２２ｂやその
近傍に、該流体導出ポート２２ｂから導出される過熱水蒸気の温度を測定する第３温度セ
ンサＴ３が設けられている。そして、前記第２加熱温度制御部５２は、前記所定時間が経
過した時点からは、前記第３温度センサＴ３の測定値を取得し、この測定値に基づいて、
第２加熱温度を制御するように構成されている。
　ここで、本実施形態では、前記所定時間は、待機状態から供給状態に切り替わった切替
時点から、第２加熱要素２２の流体導出ポート２２ｂから過熱水蒸気が導出されるまでの
時間に設定されている。
【００３８】
　次に、供給状態から待機状態に切り替える動作について説明する。
　本実施形態の過熱水蒸気生成装置１００は、供給状態から待機状態に切り替えるための
操作が行われた時点から、所定時間経過後に、過熱水蒸気生成部２０への飽和水蒸気の供
給が停止されるように構成されている。
　ここで、供給状態から待機状態に切り替えるための操作とは、例えばユーザが、外部か
ら入力手段等を用いて切替信号を入力することや、供給状態が所定時間経過したことを示
す所定時間経過信号をタイマー等が出力することなどである。
【００３９】
　より詳細に本実施形態では、供給状態から待機状態に切り替えるための操作が行われる
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と、上述した開閉弁制御部５４が、例えば前記切替信号や前記所定時間経過信号などを取
得し、取得した時点から所定時間は、開閉弁４０を開状態のままにする。これにより、前
記所定時間において、水蒸気生成部１０から過熱水蒸気生成部２０へ飽和水蒸気が供給さ
れる。
　そして、前記所定時間が経過すると、開閉弁制御部５４は、開閉弁４０を開状態から閉
状態に切り替え、これにより、過熱水蒸気生成装置１００は、供給状態から待機状態に切
り替わる。
【００４０】
　このように構成された本実施形態に係る過熱水蒸気生成装置１００によれば、水蒸気生
成部１０が、待機状態において予め水蒸気を生成しているので、水から過熱水蒸気を生成
する時間のうち、水から水蒸気を生成するまでの時間を短縮することができる。これによ
り、待機状態から供給状態に切り替わることで、従来に比べて短時間で過熱水蒸気を生成
することが可能となる。
【００４１】
　また、待機状態では、水蒸気の供給が停止されているので、水蒸気生成部１０が水蒸気
を生成し続ける必要はなく、待機状態で消費されるエネルギーを抑えることができる。
　なお、待機状態でエネルギーが消費される要因としては、例えば水蒸気生成部１０や過
熱水蒸気生成部２０から例えば断熱材を介して放熱する熱量を補うべく、その熱量分のエ
ネルギーを水蒸気生成部１０や加熱水蒸気生成部に与えることなどが挙げられる。
【００４２】
　さらに、待機状態において、第２加熱温度が、過熱水蒸気生成部２０により生成される
過熱水蒸気の温度又はその前後の温度に制御されているので、飽和水蒸気が過熱水蒸気生
成部２０に供給さると、飽和水蒸気はすぐに加熱され始める。これにより、過熱水蒸気を
生成する時間をより短くすることが可能となる。
【００４３】
　一方、第２加熱温度が飽和水蒸気の温度に比べて十分に高いため、大量の飽和水蒸気が
急激に過熱水蒸気生成部２０に流れ込むと、過熱水蒸気生成部２０にはヒートショックが
生じてしまう。これに対して、本実施形態に係る過熱水蒸気生成装置１００によれば、開
閉弁４０が、その弁開度がゼロの状態から所定開度まで徐々に開くように制御されている
ので、待機状態から供給状態に切り替わった時点から、水蒸気が過熱水蒸気生成部２０へ
徐々に供給される。これにより、短時間で過熱水蒸気を生成させながらも、上述したヒー
トショックを軽減することができる。
【００４４】
　ここで、本実施形態の第２加熱温度制御部５２は、待機状態から供給状態に切り替わっ
た時点から過熱水蒸気が導出されるまでの所定時間は、第２温度センサＴ２の測定値に基
づき第２加熱温度を制御している。また、前記所定時間が経過した時点からは、第３温度
センサＴ３の測定値に基づき、第２加熱温度を制御している。
　これにより、待機状態から供給状態に切り替わった時点から、過熱水蒸気が生成される
までに時間差が生じるところ、本実施形態の第２加熱温度制御部５２は、前記時間差に対
応して第２加熱温度を精度良く制御することができる。
【００４５】
　加えて、調圧弁３０が、過熱水蒸気生成部２０に供給される飽和水蒸気を所定圧力に調
圧しているので、供給状態において、飽和水蒸気を安定的に過熱水蒸気生成部２０に供給
することができる。これにより、過熱水蒸気生成部２０の流体導出ポートから導出される
過熱水蒸気も安定した流量となり、ひいては、ユーザが過熱水蒸気を安定的に使用するこ
とができる。
【００４６】
　そのうえ、供給状態から待機状態に切り替えるための操作が行われた時点から、所定時
間は、水蒸気生成部１０から過熱水蒸気生成部２０に飽和水蒸気が供給されるので、供給
状態において高温に保たれている過熱水蒸気生成部２０を冷却してから、待機状態に切り
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替えることができる。これにより、過熱水蒸気生成部２０を待機状態における設定温度ま
で冷却して、過熱水蒸気生成装置１００の損傷などを防ぐことができる。
【００４７】
　なお、本発明は前記実施形態に限られるものではない。
【００４８】
　例えば、前記実施形態では、各加熱手段が誘導加熱方式により各加熱要素するように構
成されていたが、各加熱手段は、通電加熱方式により各加熱要素を加熱するように構成し
ても良い。
【００４９】
　また、前記実施形態の水蒸気生成部は、水を加熱して飽和水蒸気を生成するものであっ
たが、飽和水蒸気よりやや高い温度の水蒸気を生成するものであっても良い。
　この場合、過飽和水蒸気生成部は、水蒸気生成部により生成された飽和水蒸気よりもや
や高い温度の過熱水蒸気をさらに加熱し、所定の温度の過熱水蒸気を生成するように構成
されていれば良い。
【００５０】
　さらに、前記実施形態の第１及び第２加熱温度制御部は、第１及び第２加熱要素の温度
を第１及び第２加熱温度として制御するものであったが、例えば、第１及び第２加熱手段
に外部から入力される設定温度などを第１及び第２加熱温度として制御するようにしても
よい。
【００５１】
　加えて、前記実施形態の調圧弁制御部は、飽和水蒸気が所定圧力となるように、調圧弁
の弁開度を所定開度に制御するように構成されていたが、例えば飽和水蒸気の温度が所定
温度となるように、調圧弁の弁開度を所定開度に制御するように構成されていても良い。
　この場合の調圧弁制御部は、第１温度センサＴ１の測定値を飽和水蒸気の温度として取
得するようにしても良いし、図４に示すように、供給流路Ｌに設けられた第４温度センサ
Ｔ４の測定値を飽和水蒸気の温度として取得するようにしても良い。
【００５２】
　そのうえ、前記実施形態では、制御装置５０が、調圧弁３０と開閉弁４０とをそれぞれ
制御するように構成されていたが、図４に示すように、例えば調圧弁３０に開閉弁４０と
しての機能を発揮させるようにして、制御装置５０が、調圧弁３０を制御するようにして
も良い。
　具体的な制御内容としては、制御装置５０が、調圧弁３０を制御して、水蒸気生成部１
０から過熱水蒸気生成部２０に供給される飽和水蒸気の圧力を徐々に上げることで、待機
状態から供給状態に切り替わる制御が挙げられる。
　上述した構成によれば、調圧弁３０が、開閉と調圧との機能を有するので、供給流路Ｌ
に設ける弁を１つにすることができ、コスト低減が可能となる。
【００５３】
　その他、本発明は前記実施形態に限られず、その趣旨を逸脱しない範囲で種々の変形が
可能であるのは言うまでもない。
【符号の説明】
【００５４】
１００・・・過熱水蒸気生成装置
１０　・・・水蒸気生成部
１１　・・・第１加熱手段
１２　・・・第１加熱要素
２０　・・・過熱水蒸気生成部
２１　・・・第２加熱手段
２２　・・・第２加熱要素
Ｌ　　・・・供給流路
３０　・・・調圧弁
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４０　・・・開閉弁
５０　・・・制御装置

【図１】 【図２】
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